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１ 保護区に関する指針等

（１）特別保護地区の名称

下北西部特別保護地区

（２）特別保護地区の区域

下北西部鳥獣保護区のうち、下北郡佐井村所在国有林 林班ヘ小班、 林班イ2314 2315
2316 2318 2320 2325小班 林班ニ１ ニ２ ホ ヘの各小班 林班イ小班 林班イ小班、 、 、 、 、 、 、

林班ト小班、 林班カ小班、 林班と、ち、イの各小班、 林班に、イ、ロの2328 2329 2331
2336 2341 2342各小班 林班は に ほ イ ロの各小班 林班に ほ イ ロの各小班、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

林班は、イ、ロの各小班、 林班は１、は２、イ、ロ、ハの各小班並びに同郡脇野沢2343
村所在国有林９８３林班り、ロ、ハ、ニ、ヘ、トの各小班、９８４林班い小班並びに９

８５林班の区域

（３）特別保護地区の存続期間

平成１６年１１月１日から平成２６年１０月３１日まで（１０年）

（４）特別保護地区の保護に関する指針

①国指定鳥獣保護区の指定区分

希少鳥獣生息地の保護区

②特別保護地区の指定目的

下北西部鳥獣保護区は、下北半島の西側に位置し、ブナ林、ブナ・ヒノキアスナロ混

交林のほか、スギ、カラマツ等の造林地からなり、海岸線は切り立った断崖で、風衝地

となっており、多様な森林帯、地形等を有している。

このような自然環境を反映して、獣類では 「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生、

生物－レッドデータブック－哺乳類 （環境省編）に記載された絶滅のおそれのある地」

域個体群の下北半島のホンドザル及び下北半島のツキノワグマのほか、ニホンカモシカ

等の生息が確認されている。猛禽類では 「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物、

－レッドデータブック－鳥類 （環境省編）に記載された絶滅危惧ⅠＢ類のオジロワシ、」

絶滅危惧Ⅱ類のハヤブサ等の生息が確認されている。

特に、当該鳥獣保護区の中でも、海岸部の岩場や急斜面のヒノキアスナロ林は、ホン

ドザルの重要なねぐらとして利用されているほか、オジロワシ及びハヤブサの生息の場

としても利用されている。

このため、当該鳥獣保護区の中でも特に重要な区域として、当該区域を鳥獣の保護及び狩

猟の適正化に関する法律第２９条第１項に規定する特別保護地区に指定し、ホンドザルをは

じめとする希少鳥獣及びその生息地の保護を図るものである。

管理方針

・鳥獣のモニタリング調査等を通じて区域内の鳥獣の生息状況の把握に努める。

・ホンドザルへの餌付け、鳥獣を驚かすような人の不用意な行動、ごみの散乱等による鳥

獣の生息への影響を防止するため、現場巡視並びに関係地方公共団体、関係機関等と連

携協力した普及啓発活動等に取り組む。

２ 特別保護地区の区域に編入しようとする土地の地目別面積及び水面の面積

総面積 ８８５ ｈａ（885ha）



内訳

ア 形態別面積

林 野 ８８５ ｈａ（885ha）

農耕地 ０ ｈａ（ 0ha）

その他 ０ ｈａ（ 0ha）

イ 所有者別面積

国有地 ８８５ ｈａ（885ha）

制限林 0ha( 0ha)

林野庁所管 885ha

国有林 (885ha) 普通林 885ha(885ha)

その他所管 0ha(0ha)

国有林以外の国有地 0ha(0ha)

地方公共団体有地 0ha(0ha)

私有地等 0ha(0ha)

公有水面 0ha(0ha)

ウ 他の法令（条例を含む）による規制区域

自然環境保全法による地域 0ha( 0ha)

特別保護地区 820ha(820ha)

自然公園法による地域 885ha 特別地域 65ha( 65ha)

(885ha) 普通地域 0ha( 0ha)

（下北半島国定公園）

文化財保護法による地域 721ha(721ha)

（下北半島サルおよびサル生息北限地）

（注 （ ）は既指定の区域面積）

３ 指定区域における鳥獣の生息状況

（１）当該地域の概要

ア 特別保護地区の位置

当該区域は、下北西部鳥獣保護区の西側の津軽海峡に面した佐井村福浦から脇野沢村

九艘泊地区までにある。

イ 地形、地質

当該区域は、東北地方脊梁山脈の最北端の隆起帯に位置し、起伏の大きい山地からな

り、福浦から九艘泊に至る海岸地域は、高低差１０ｍから１００ｍの切り立った断崖が

ある。主として先第三系基盤岩類とこれを不整合に類従する変質の著しい新第三系の火

山岩、火山砕屑岩等から構成されているが、福浦周辺には長浜層に貫入する石英閃緑岩

体とデイサイトの溶岩が露出している。

ウ 植物相の概要

福浦より九艘泊に至る海岸地域については、風衝地であることからエゾイ当該区域は、



タヤ及びシナノキ群落が分布し、一部安定したところにはミヤマビャクシン、コハマギク、

オオウシノケグサ、ベンケイソウ、アキカラマツ等が見られる。

エ 動物相の概要

当該区域は、ホンドザル、ニホンツキノワグマ、ニホンカモシカ等の生息が確認され

ている。

海岸部の切り立った岩場は、大型猛禽類のオジロワシ、ハヤブサ等の生息地とまた、

もなっている。

ホンドザルは、下北西部鳥獣保護区内の１２群４２０頭のうち当該区域内に５群１５

０頭が生息していると推定される。

（２）生息する鳥獣類

別表のとおり

（３）当該地域の農林水産物の被害状況

当該区域は森林となっており、鳥獣による農林水産業への被害は生じていない。

なお、佐井村、脇野沢村では、ホンドザルによる果樹、野菜等の農作物の食害等があ

り、被害額は下表のとおりである。

（ ）年 度 被害額（千円） 被害面積 ｈａ

平成１２年度 ４，９２５ ６．１

平成１３年度 ６，０１８ ５．１

平成１４年度 １，６６７ ３．０

４ 鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律第３２条の規定による補償に関する事項

当該保護区内に鳥獣の生息及び繁殖に必要な施設を設置することにより損失を受けた者

に対しては、通常生ずべき損失の補償をする。

５ 特別保護地区の指定及び維持管理に関する事項

①鳥獣保護区用制札 １０本

②案内板 ３基


